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北大西洋振動に影響を及ぼす北半球海氷域変動

Intra-seasonal relationship between the Northern Hemisphere sea ice variability and the
North Atlantic Oscillation
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寒候季の季節進行に見られる北大西洋振動（NAO）と北半球海氷域変動に卓越する半球スケールのシーソー的変動（NH
海氷シーソー）の間にみられる負のフィードバックも含めた相互関係について調べた。NH海氷シーソーは冬季の北半球
海氷密接度変動の EOF1として得られるパターンで、例えば北米側のラブラドル海とベーリング海で多氷のとき、ユー
ラシア大陸側のオホーツク海とバレンツ海では少氷となるような、太平洋セクターと大西洋セクターのそれぞれの海氷
シーソーを含んだ大陸間シーソーパターンである。観測データを用いた解析によると、この NH海氷シーソーに最も関
連の深い大気場の変動は NAOで、特に 1月の NAOと 2月の海氷シーソーの間の相関が最も高い（0.63）。つまり NAO
が正のとき、北米再サイドが多氷となる。しかし太平洋セクターのオホーツク海とベーリング海の間のシーソー関係に
はアリューシャン低気圧に関連する変動の影響もみられ、必ずしも NAOからのリモートの影響を受けてはいないようで
ある。
一度形成された NH海氷シーソーは、今度は大気場に影響を及ぼす。2月の NH海氷シーソーと大気場の 2月ら 3月へ

の傾向（時間発展）の関係を調べると、元の NAOのシグナルを減衰させることが分かった。例えば正の NAOと関連の
深い北米多氷型の海氷シーソーに伴って現れる 2月から 3月の大気場の傾向は負の NAOとなる。これまでも大西洋セク
ターで海氷と NAOの間の負のフィードバック関係は知られていたが、更に詳しく調べると NAOの減衰には太平洋セク
ターの海氷シーソーのほうが深く関わっていることが分かった。
この関係を確かめるために、大気大循環モデルを用いて感度実験を行なった。NH海氷シーソーを境界条件として設定

し、大気場の応答を調べたところ、オホーツク海付近から励起された定常ロスビー波列が北大西洋上に到達し、北大西洋
セクターの海氷と NAOの間に元々存在する負のフィードバックを更に強化するように作用していることが確認された。


